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５章　野菜類

カリフラワー　英名：Cauliflower　分類：アブラナ科アブラナ属に属する野菜
　学名：Brassica oleracea var.botrytis

・�原産地：ヨーロッパ地中海沿岸地方。ブロッコリーの突然変異から成立したとされる。
・温度適応性：比較的冷涼な気候を好むが、品種によって温度適応性は異なる。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 30℃、最低温度 4～ 8℃、上限は 35℃。
・生育適温：植物体や花蕾の生育適温 15 ～ 20℃。最低温度 5℃、上限は 30℃前後。
・光適応性：比較的強光を必要とし、長日条件で地上部の生育がよい。
・�土壌適応性：土壌適応性の幅は広いが、排水が良好で肥沃な土壌が適する。湿害には弱いので、
水田転作などでは、排水対策が重要である。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 6.6）。
・花芽分化と抽苔：緑植物春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
一定の大きさに達した苗が一定の期間低温にあうと花芽を分化する。カリフラワーは、低
温に感応する植物体の大きさや花蕾の分化に必要な低温の程度が品種によって大きく異
なっている。極早生種では、本葉 10 枚程度の子苗でも、20℃位の温度で花蕾を分化し始め
るのに対し、晩生種では、30 枚以上の葉数を持った大きな植物体が 10℃以下の温度に相当
期間さらされないと、花蕾を分化しない品種もある。

・�異常花蕾：品質に最も大きく影響するのが異常花蕾の発生である。異常花蕾は、ボトニング
（早期抽苔）・リーフィー（さし葉）・ヒュージー（毛羽立ち）・ライシ－と呼ばれるものがあり、
原因として、生育初期の低温、花芽分化期（初期～後期）の低温や高温、苗の活着不良、肥料切
れ、窒素過多などが関係している。

・作型別栽培方法
�（1）�春まき栽培：1 ～ 5 月中旬播種、5～ 9月に収穫する作型。育苗が低温の時期には、ハウ

スの加温育苗で育苗温度 15℃程度、それより低いとボトニングの恐れがある。
（2）�夏まき栽培：6 ～ 8 月播種、8～ 4月まで収穫する作型。品種の早晩性を使うことにより

長期間収穫できる。
（3）秋まき栽培：暖地の 9月播種、3～ 4月まで収穫される温暖地の露地栽培。


